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　船原古墳の遺物埋納坑は、圃場整備事業に伴う発
掘調査により平成 25年 3月に発見されました。多
量の馬具や武具等を納めた古墳時代後期の土坑で、
全国的に注目を集めています。
　今回のパネル展では、船原古墳と遺物埋納坑の発
掘調査の成果と出土遺物の科学調査の最新情報につ
いてご紹介します。

　船原古墳は平成 8年と平成 26年に発掘調査がお
こなわれています。当初は、墳径約 20メートルの
古賀市内でも有数の大型円墳と考えられていまし
た。しかし、遺物埋納坑の発見により、古墳の規模
を再確認することになりました。
　平成 26年に墳丘を精査した結果、船原古墳は全
長 45メートル以上の前方後円墳であることが明ら
かになりました。古賀市内では、現在のところ船原
古墳以外には前方後円墳が確認されていないため、
市内では初の発見となりました。石室は奥室と前室
の二つの部屋を連結した「複室構造」であり、市内
の古墳の中で突出したものであるといえます。
　船原古墳と遺物埋納坑の位置関係をみると、それ
ぞれの土坑は古墳の向きを意識して配置されたと考
えられます。また、２号土坑から出土した破片と、
船原古墳から出土した破片とが同じ須恵器であるこ
とも明らかになりました。以上の点から、遺物埋納
坑は船原古墳の付属施設または関連施設であること
が証明されました。
　平成 8年と平成 26年の発掘調査の成果により、
船原古墳がそれ以前には前方後円墳が造られなかっ
た古賀市域に、突如築造された前方後円墳であった
ということが明らかになりました。また、埋納坑か
ら出土した高品質で多種多量の馬具や武器武具は、
船原古墳に埋葬された人物が全国的にみても突出し
た存在であったことをうかがわせます。

　ただし、船原古墳に埋葬された人が埋納坑から出
土した豪華な品物を手に入れた人物であると考えら
れる割には、墳丘・石室の規模がさほど大きくない
ことは特殊であるといえます。今後の調査によって、
このようなギャップの意味や船原古墳に埋葬された
のがどのような人物であったのかが解明されること
でしょう。

1　はじめに

2　船原古墳・遺物埋納坑の発掘調査の成果

ど こ う

▲ 船原古墳と土坑を上空からみた様子．破線は墳丘の推定ライン

▲１号土坑▲１号土坑

▲２号土坑▲２号土坑 ◀３号土坑◀３号土坑

▲ 古賀市内主要古墳の年表．大きさは実際の比率を反映
　　（点線で描いたものは大きさが分からない古墳）
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3　科学的調査の成果
　遺物埋納坑の調査では、重なり合った遺物や豊
富な有機質情報を余すところなく記録するため、
遺物を周囲の土壌ごと取り上げています。これら
を X 線 CT や光学機器で調査をすることで、従来
の手法では得難い豊富な情報を得ることが期待さ
れています。今年度は馬冑・農工具・辻金具など
を中心に科学的調査をおこないました。
【ガラス装雲珠・辻金具の発見】
　雲珠と辻金具は、馬に馬具を装着するための革
帯が交差する位置に取り付けられた飾りです。今
回、出土した複数種類の雲珠と辻金具の中に、中
央部の飾りがガラスで作られているものがあるこ
とが明らかになりました。ガラス装の馬具は、雲
珠が一点、辻金具が八点発見されており、これら
は基本的に同じ形をしています。
　雲珠と辻金具は、輪金と脚が一体となった金銅
製の部品、中心にはめるガラスの飾り、その裏に
取り付ける銅板の三つの部品から成ります。金銅
製の部品には、辻金具に四つ、雲珠に八つの脚が
付きます。脚はいずれも棘葉形をしていて、根元
の部分がくびれています。また、輪金の外側は三
段の階段状に作られています。
　ガラス製飾りの材質を分析すると、鉛を多く含
む「鉛ガラス」であることがわかりました。ガラ
スは現在白色をしていますが、当時は緑色だった
ことが推測されます。また、ガラス製飾りは裏側
を補強用の金属で裏打ちしており、こちらには、
銅が多く含まれていました。ガラス製飾りには、「鉛
ガラス」と「銅」、輪金には「青銅（金メッキ）」
を用いて作られていることがわかりました。
　これまで国内で発見された雲珠・辻金具の中に
も、中央に別造りの飾りを取り付けるものはあり
ましたが、飾りはイモガイなどの貝製でした。ガ
ラスで装飾した馬具は、国内では奈良県藤ノ木古
墳出土の鞍が一例あるのみで、今回発見のガラス
装雲珠・辻金具は国内初の例です。国外では、ガ
ラス装の製品が朝鮮半島の新羅に多く確認される
ため、この地域との関係がうかがわれます。
　　　　　　　　　　　（文化財調査室　小林啓）

▲ ガラス装辻金具（左：出土資料　右：復元品）

▲ ガラス装の構造（左：出土資料　右：復元品）

▲ ガラス装の蛍光 X線分析（青枠は分析箇所）

▲ 皇南大塚古墳（韓国慶州）出土ガラス装辻金具
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